
近年、非化石資源からの資源生産を目的としたバイオリ
ファイナリーの技術革新が進んでいます。この技術から生
まれた土壌資源の有効活用として、糖類を多く含んだ資源
を原料としたエタノールの生産の研究が広く行われており
ます。

HPLC条件
・カラム : GL-C610H 

（300 × 10.7 mmI.D.）
+ 

Inertsil Ph-3 

(5 μm 150 × 4.6 mmI.D.)

・溶離液 : 0.1 % H3PO4

: 1.0 mL/min 

・温度 : 40 ℃

・検出器 : RI 

・注入量. : 15 μL

標準試料分析例

本報では、エタノールの定量を目的とし、検量線の確
認を行いました。この結果、十分な直線性があり、Phカラ

ムの連結により有機酸や糖、アルデヒド類との分離分析
が可能であることが確認できましたので、ご報告します。

（S.Abe）

Inertsil  Ph-3 5 μm 150 x 4.6 mmI.D. Cat No. 5020-01920

GL-C610H 300 x 10.7 mmI.D. P/N: 655-2745

HPLCカラム

使用装置

ＧＬクロマトディスク

HPLC装置：GL-7400 シリーズ

番号 品名 型番

1 キャリアリザーバー GL-7480

2 ＲＩ検出器 GL-7454
3 オートサンプラー GL-7420
4 ポンプ GL-7410
5 カラムオーブン GL-7432

水系 25A 0.45 um フィルター Cat. No. 5040-28512   

価格 ¥ 21,000 （100個入）
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1.  Glucose (6.8 mg/mL)

2.   Malic acid (2.4 mg/mL)

3.   Formaldehyde (0.44 %)

4.   Formic acid (4.8 mg/mL)

5.   Acetic acid (2.4 mg/mL)

6.   Methanol (1.2 %)

7.   Acetaldehyde (2.4 %)

8.   Ethanol (1.2 %)

9.  n-Butyric acid (3.2 mg/mL)
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※参考としてメタノールのデータも添付しました

LC  Technical Note
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LT037 HPLCを用いた土壌中のバイオマス資源の分析

https://www.gls.co.jp/technique/app/app_search.htmlアプリケーション検索はこちらから ・・・



－1mL

－0.45μm GLクロマトディスクフィルター処理

前処理例

土壌培養液の分析例

土壌培養液
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1.  Glucose (ブドウ糖）
4.   Formic acid (ギ酸) 

5.   Acetic acid (酢酸)

7.   Acetaldehyde（アセトアルデヒド)

8.   Ethanol（エタノール）
9.  n-Butyric acid（n-酪酸）

0 10 20 30 40
Time (min)

0
20

0
40

0
60

0
80

0
10

00
m

Vo
lt

0
10

mV
olt


